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第４章 調査・予測・保全対策・評価 

第１節 大気質 
１．調査 

（１）調査の内容と調査の目的 

実施区域及びその周辺の一般環境中大気質濃度の状況及び対象事業の実施による

大気質への影響（工事、存在・供用による影響）を予測するうえで必要な事項につ

いて、表４.１.１に示す現地調査を実施しました。 
 

表４.１.１ 調査の内容 

調査項目 調査内容 

土地利用の状況 
・対象事業以外の発生源の状況 
・保全対象施設等の立地状況 

気象の状況 ・風向、風速、気温、湿度 
大気質の濃度 ・二酸化窒素、浮遊粒子状物質、粉じん等 

 

（２）調査手法 

実施区域及びその周辺における大気質の状況を把握するため、表４ .１ .２に示す

方法により現地調査を実施しました。 
 

表４.１.２ 現地調査項目及び調査方法 

調査項目 調査方法 

土地利用の状況 
住宅地図等の資料及び現地踏査による目視確認を行い、建

物の立地状況、階数、構造、種別を把握し、調査地域の土

地利用計画及び開発計画についても把握しました。 

風向･風速 

「地上気象観測指針」（平成 14 年 3 月、気象庁） 1）  
風向：ｴﾝｺｰﾀﾞ式 8 ﾋﾞｯﾄｸﾞﾚｲｺｰﾄﾞ方式 
風速：光パルス方式  
測定高さ：地上 10.0m 

気象の状況 

気温･湿度 

「地上気象観測指針」（平成 14 年 3 月、気象庁） 1）  

気温：白金測温抵抗体方式  
湿度：静電容量変化式  
測定高さ：地上 1.5m 

二酸化窒素 

「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和 53 年 7 月

環境庁告示第 38 号） 
JIS-B-7953 に基づく化学発光法（自動測定器による） 
測定高さ：地上 1.5m 

浮遊粒子状物質 

「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和 48 年 5 月

環境庁告示第 25 号） 
JIS-B-7954 に基づくβ線吸収法（自動測定器による） 
測定高さ：地上 3.0m 

大気質の濃度 

粉じん等 

「衛生試験法・注解 2005 4.4.1.2 2)(1)」（2005 年日本薬

学会） 
ダストジャー法 
測定高さ：地上 1.8m 
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（３）調査地域 

実施区域の周辺において、事業による影響が想定される一般国道 152 号及び対象

道路に最も近い民家又は集落が存在する地域としました。 

 

（４）調査地点 

調査地点は表４ .１ .３及び図４ .１ .１に示すとおりです。実施区域に近接する集

落の平坦な 1 箇所を選定しました。 

 

表４.１.３ 現地調査地点 

調査項目 調査地点 調査地点選定理由 

気象の状況 

大気質の濃度 
飯田市南信濃此田地先 実施区域に近接する集落 

 

（５）調査期間等 

調査期間は、表４.１.４に示すとおりです。 

 

表４.１.４ 調査期間 

調査項目 調査内容 調査期間 

土地利用の状況 
発生源の状況 
近接保全対象施設等の立地状況 

大気質濃度調査時に実施 

気象の状況 風向、風速等 
通年 平成 16 年  2 月  1 日（日）～ 
   平成 17 年  1 月 31 日（月） 
冬季 平成 16 年  2 月 16 日（月）～ 
   平成 16 年  2 月 22 日（日） 
春季 平成 16 年  5 月 10 日（月）～ 
   平成 16 年  5 月 16 日（日） 
夏季 平成 16 年  7 月 25 日（日）～ 
   平成 16 年  7 月 31 日（土） 

二酸化窒素 
浮遊粒子状物質 

秋季 平成 16 年 10 月 24 日（日）～ 
   平成 16 年 10 月 30 日（土） 
春季 平成 16 年  4 月 28 日（水）～ 
   平成 16 年  5 月 28 日（金） 
夏季 平成 16 年  7 月 25 日（日）～ 
   平成 16 年  8 月 25 日（水） 
秋季 平成 16 年 10 月 5 日（火）～ 
   平成 16 年 11 月 5 日（金） 

大気質の濃度 

粉じん等 

冬季 平成 17 年  1 月 25 日（火）～ 
   平成 17 年  2 月 25 日（金） 
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（６）調査結果 

 １）土地利用状況 

  ① 対象事業以外の大気汚染発生源等の状況 

調査地域は、長野県と静岡県の県境を挟む山地地域に位置し、西に伊那山脈、東

に赤石山脈（南アルプス）があり、急峻な山地と狭小な谷とで構成される平坦地の

極めて少ない地域です。 

周辺には、工場等の大気汚染の発生源はありません。 

 

  ② 保全対象施設等の立地状況 

実施区域に近接する保全対象施設としては此田集落があり、民家が点在している

状況です。 

実施区域近傍に公共施設等は存在していません。 
 

  ③ 土地利用計画及び開発計画 

「国土利用計画法」（昭和 49 年：法律第 92 号）に基づき計画された長野県土地

利用基本計画による地域の状況では、調査区域の大部分が森林地域となっており、

また、一部農業地域が主に河川に沿ってみられます。 

なお、実施区域内には都市地域、自然公園地域はありません。 
 

 ２）気象の状況 

  ① 資料調査結果 

既存資料により、調査地域の気象の状況について調査した結果は、前掲表２ .２ .１

（P.2-71 参照）に示すとおりです。 



 4-1-5

 

  ② 現地調査結果 

現地調査の結果を表４.１.５及び図４ .１ .２に示します。 

実施区域周辺の風向は、3 月～9 月にかけては南南西、11 月～12 月にかけては南南

東が卓越しており、年間の卓越風向は南南西でした。風速については年平均値が

1.3m/s（月平均 0.8～2.0m/s）で、気温については年平均値が 12.7℃（月平均-0.3℃～

24.1℃）、湿度については年平均値が 81%（64～92%）でした。 

 

表４.１.５ 現地調査結果（気象） 

気温（℃） 風速(m/s) 
観測月 

平均 最高 最低 
湿度 

（％） 平均 最大 
卓越風向

16 方位 

2 月  2.7 18.1 -6.0 65 2.0 13.1 ENE 
3 月  5.0 18.3 -7.7 73 1.4  8.4 SSW 
4 月 12.1 29.4  0.0 64 1.9  8.7 SSW 
5 月 17.0 28.5  8.3 84 1.4  6.1 SSW 
6 月 20.1 29.3 10.1 86 1.3  7.0 SSW 
7 月 24.1 33.4 16.1 83 1.3  6.2 SSW 
8 月 23.2 33.0 13.9 86 1.3  7.5 SSW 
9 月 20.8 31.0 12.9 92 1.1  6.7 SSW 

10 月 13.7 26.5  4.9 92 0.8  8.8 NE･SE 
11 月  9.3 21.2 -0.5 86 0.9  6.5 SSE 
12 月  4.4 18.8 -4.3 78 1.1  7.8 SSE 
1 月 -0.3 11.2 -8.6 77 1.4  7.0 ESE 

平均値 12.7 24.9  3.3 81 1.3  7.8 - 
最大値 24.1 33.4 16.1 92 2.0 13.1 SSW 
最小値 -0.3 11.2 -8.6 64 0.8  6.2 - 
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図４.１.２ 此田集落風配図 
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 ３）大気質の濃度 

  ① 二酸化窒素 

二酸化窒素の現地調査結果は、表４.１.６に示すとおりです。二酸化窒素の期間

平均値は 0.001～0.002ppm、日平均値の最大値は 0.002～0.004ppm でした。 

 

表４.１.６ 現地調査結果（二酸化窒素） 

調査時期 
項 目 単位 

冬季 春季 夏季 秋季

期間平均値 (ppm) 0.002 0.001 0.001 0.001

日平均値の最大値 (ppm) 0.004 0.002 0.002 0.002

（日） 0 0 0 0 日平均値が 0.04ppm

以上 0.06ppm 以下の

日数とその割合 （％） 0.0 0.0 0.0 0.0

（日） 0 0 0 0 

二酸化窒素

（ＮＯ2） 

日平均値が 0.06ppm

を超えた日数とその

割合 （％） 0.0 0.0 0.0 0.0

 

  ② 浮遊粒子状物質 

浮遊粒子状物質の現地調査結果は、表４.１.７に示すとおりです。浮遊粒子状物

質の期間平均値は 0.011～0.021mg/m3、日平均値の最大値は 0.017～0.041mg/m3、1 時

間値の最大値は 0.032～0.079mg/m3 でした。  

 

表４.１.７ 現地調査結果（浮遊粒子状物質） 

調査時期 
項 目 単位 

冬季 春季 夏季 秋季

期間平均値 (mg/m3) 0.021 0.014 0.020 0.011
日平均値 (mg/m3) 0.038 0.028 0.041 0.017

最大値 1 時間値 (mg/m3) 0.079 0.064 0.065 0.032
（時間） 0 0 0 0 1 時 間 値 が

0.20mg/m3 を超えた
時間数とその割合 （％） 0.0 0.0 0.0 0.0 

（日） 0 0 0 0 

浮遊粒子状
物質 

（ＳＰＭ） 
日 平 均 値 が
0.10mg/m3 を超えた
日数とその割合 （％） 0.0 0.0 0.0 0.0 
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  ③ 粉じん等 

粉じん等の現地調査結果は、表４.１.８に示すとおりです。粉じん等については

0.72～2.1t/km2/月の範囲でした。 

 

表４.１.８ 現地調査結果（粉じん等） 

調査時期 
項 目 

春季 夏季 秋季 冬季 

降下ばいじん量 
（t/km2/月） 

1.6 2.1 0.75 0.72 
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２．予測 

（１）予測の内容と考え方 

予測内容は、表４.１.９に示すとおりです。 

「工事用車両の運行」に係る粉じん等の影響、「建設機械の稼働」に係る粉じん

等の影響、「自動車の走行」に係る二酸化窒素、浮遊粒子状物質の影響の程度につ

いて予測しました。 

 

表４.１.９ 予測内容 

予測内容  

環境影響要因  二酸化窒素  

浮遊粒子状物質
粉じん等

工事用車両の運行（機材、資材、廃材等）  －  ○  

土地造成（切土・盛土） 

杭打ち  

工作物の工事（橋梁等構造物の工事）

工事による  

影響  建設機械の  

稼働  

コンクリート工事・舗装工事  

－  ○  

存在・供用  

による影響  
自動車の走行  ○  －  

  備考：○は実施項目、－は非実施項目です。  
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（２）工事用車両の運行による影響 

 １）予測の前提条件 

  ① 将来交通量 

予測対象時期の工事用車両は詳細な工事計画が確定していないため、明かり部、

トンネル部の土砂運搬車両等の全てが車両運行ルートに集中するケースを想定しま

した。 
 

  ② 工事計画 

予測の前提条件である工事計画は、「第１章 事業計画」（P.1-3～13 参照）に示

すとおりです。 
 

 ２）予測地域 

予測地域は、工事用道路となる既存道路において近接保全対象の住居等が存在す

る地域を設定しました。 
 

 ３）予測地点 

予測地点は、表４.１.１０に示し、予測断面図は図４ .１ .３に示すとおりです。 
予測位置は、工事用道路となる既存道路において近接保全対象の住居等が存在す

る地点の敷地境界地上 1.5ｍとしました。 
 

表４.１.１０ 予測地点（工事用車両の運行） 

予測地点 予測位置 道路構造 車線数 道路幅員 舗装状態 

此田 

（一般国道 152 号） 

敷地境界 

（高さ 1.5m） 
平面 1 4m 舗装路 

 備考：道路構造欄の「平面」は敷地境界と道路面が同じ高さであることを示します。  

 

 

 

 

図４.１.３ 予測断面（工事用車両の運行） 

 

 ４）予測対象時期 

予測対象時期は、工事期間中において工事用車両の影響が最も大きい時期としま

した。また、工事稼働時間は 8:00～17:00（12:00～13:00 除く）の 8 時間と想定しま

した。 

一般国道 152 号  

予測位置  
（敷地境界）

4.0m
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 ５）予測の方法 

「工事用車両の運行」に係る粉じん等の予測は、以下の手法に基づき行いました。  

 

  ① 予測手順 

「工事用車両の運行」に係る粉じん等の予測手順は、図４ .１ .４に示すとおりです。  

 

 
図４.１.４ 工事用車両の運行に係る粉じん等の予測手順 

 

工事計画の概要 

・工事区分、位置、延長  
・工事施工ヤード、工事用道路の位置  
・想定される主な工種  

年間工事日数  工事用車両の平均日交通量  

季節別風向別降下ばいじん量  

季節別降下ばいじん量  

気象データ（風向・風速）

季節別工事日数  
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  ② 予測式 

  ア.風向別降下ばいじん量 

xdxdxCNNR ddHCds

16/

16/

2

1

 

  

16/

16/

2

1
00 // xdxdxxuuaNN cb

sdHC  

ここで、 

Rds：風向別降下ばいじん量（t/km2/日 /台）。なお、添え字 s は風向（16 方位）を示す。  

NHC：工事用車両の平均日交通量（台 /日） 

Nd：季節別の平均月間工事日数（日/月） 

x1：予測地点から工事用車両通行帯の手前側の端部までの距離（m） 

（x1<1m の場合は、x1＝1m とする。） 

x2：予測地点から工事用車両通行帯の奥側の端部までの距離（m）  

Cd(x)：工事用車両 1 台の運行により発生源 1m2 から発生し拡散する粉じん等のうち発 

   生源側からの距離ｘ(m)の地点の地上 1.5m に堆積する降下ばいじん量 

  （ t/km2/m2/日 /台） 

a：基準降下ばいじん量（t/km2/m2/日 /台） 

  （基準風速時の基準距離における工事用車両 1 台当たりの発生源 1m2 からの降下 

   ばいじん量）（表４.１.１４参照） 

us：季節別風向別平均風速(m/s)（us <1m/s の場合は、us =1m/s とする） 

u0：基準風速（u0＝1m/s） 

b：風速の影響を表す係数（b＝1） 

x：風速に沿った風下距離（m） 

x0：基準距離（m）（x0＝1m） 

c：降下ばいじんの拡散を表す係数（表４.１.１４参照） 

注）図４.１.５、図４.１.６参照。 

 

Ｎuユニット

工事における区分の延長（Ｌ）

予測地点

工事計画幅（Ｗ）

気象(風向･風速)を考慮する範囲

主風向

 

図４.１.５ 予測地点と施工範囲の位置関係から予測計算を行う風向の範囲 
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予測地点

予測対象風向

π／16

ｘｄθ

ｄ
ｘ

ｘ

ｘ
１

ｘ
２

季節別

施工範囲

 

図４.１.６ ある風向における予測計算範囲 

 

  イ.季節別降下ばいじん量 

n

s
wsdsd fRC

1

 

ここで、 

Ｃd：季節別降下ばいじん量（ t/km2/月） 

Rds ：風向別降下ばいじん量（ t/km2/月） 

ｎ：方位（=16） 

ｆws：季節別風向出現割合。なお添え字 s は風向（16 方位）を示す。 
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  ③ 予測条件 

  ア.交通条件 

工事用車両の交通量は、工事期間中において工事用車両の影響が最も大きい時期

の日交通量としました。工事用車両の交通量は、表４.１.１１に示すとおりです。 
 

表４.１.１１ 工事用車両の交通条件 

工事用道路 工事用車両台数 
一般国道 152 号 30 台/日（往復 60 台 /日） 

 

  イ.気象条件 

予測に用いる気象条件は現地調査結果を用い、平成 16 年 2 月 1 日～平成 17 年 1

月 31 日までの 1 年間のデ－タを用いて 4 季別に整理しました。 

予測に用いる風向は、得られた気象データから工事の稼働時間帯における年平均

風向出現頻度を整理し、風速については 10m 高さにおける風速を用いました。 
 

表４.１.１２ 予測に用いた気象観測概要 

調査地点 調査期間 測定高さ 

此田 平成 16 年 2 月 1 日～平成 17 年 1 月 31 日 10m 

 

表４.１.１３ 予測に用いた気象条件 

季節 項　　目 有　　風　　時　　の　　出　　現　　状　　況 弱風時出現

NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 頻度（％）

春季 出現頻度(％) 5.7 6.5 6.8 5.6 5.7 2.7 2.7 5.8 20.7 8.0 1.6 1.4 1.9 3.1 5.3 7.5 9.2

平均風速(m/s) 2.2 2.9 3.1 3.2 3.3 2.2 2.3 2.8 3.5 2.8 2.4 1.1 1.1 0.9 1.0 1.4 －

夏季 出現頻度(％) 7.1 4.1 2.9 3.1 1.8 2.1 3.6 5.9 25.1 12.0 4.2 1.9 1.7 3.5 6.9 5.8 8.2

平均風速(m/s) 1.4 1.7 1.7 1.9 1.8 1.6 1.8 2.5 3.0 2.5 1.4 1.0 0.8 0.8 0.9 1.1 －

秋季 出現頻度(％) 6.1 7.3 3.8 2.4 2.8 2.9 4.6 5.7 13.3 7.4 2.7 0.9 2.3 5.4 6.7 6.1 19.4

平均風速(m/s) 1.1 1.3 1.2 1.4 2.0 1.3 1.4 1.7 2.3 1.9 1.1 0.6 0.7 0.7 0.9 1.3 －

冬季 出現頻度(％) 9.7 9.7 11.1 7.1 9.2 7.7 5.4 3.7 5.3 2.5 1.3 1.1 1.4 3.5 3.9 6.1 11.1

平均風速(m/s) 2.0 2.7 2.6 2.9 3.2 1.7 1.5 1.4 2.0 1.8 1.3 1.0 1.2 1.0 1.2 1.7 －  

備考：有風時は、風速 0.4m/s を超える場合、弱風時は風速 0.4m/s 以下の場合です。  
  ：工事の時間の時間帯である 8 時～17 時を抽出して整理しています。  
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  ウ.基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c 

予測に用いる基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c は、表４ .

１.１４に示すとおり設定しました。 
 

表４.１.１４ 基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c 

 
工事用道路の状況 a c 

現場内運搬（舗装路） 0.0140 2.0 
現場内運搬（舗装路+タイヤ洗浄装置） 0.0007 2.0 

備考：工事用道路は一般国道 152 号を使用するため舗装路としました。  
 

  エ.月平均工事日数 

月平均工事日数は 20 日／月としました。 

 

 ６）予測結果 

工事用車両の運行に係る粉じん等の予測結果は、表４.１.１５に示すとおりです。 

敷地境界における降下ばいじん量は舗装路の場合、2.7～4.8t/km2/月、舗装路＋タ

イヤ洗浄装置の場合、0.1～0.2t/km2/月と予測されます。 

 

表４.１.１５ 粉じん等の予測結果（工事用車両） 

   ＜敷地境界（高さ 1.5m）＞                  単位： t/km2/月 

降下ばいじん量  
予測地点  工事用車両台数  工事用道路の状況  

春  夏  秋  冬  

舗装路  3.5 4.8 4.8 2.7
此田  30 台/日  

（往復 60 台/日）  
舗装路＋タイヤ洗浄装置  0.2 0.2 0.2 0.1
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（３）建設機械の稼働による影響 

 １）予測の前提条件 

  ① 工事計画 

予測の前提条件である工事計画は、「第１章 事業計画」（P.1-3～13 参照）に示

すとおりです。 

 

 ２）予測地域 

予測地域は、工事施工ヤードの敷地境界と保全対象の住居等が存在する地域を設

定しました。 

 

 ３）予測地点 

予測地点は、表４.１.１６に示し、予測断面図は図４.１.７に示すとおりです。 

予測位置は、近接保全対象の住居等が存在する地点の敷地境界地上 1.5ｍとしまし

た。 

表４.１.１６ 予測地点（建設機械の稼働） 

予測地点 予測位置 道路構造 

此田 敷地境界 
（高さ 1.5ｍ） 高架、切土、盛土、トンネル 

 

図４.１.７ 予測断面（建設機械の稼働） 

 

 ４）予測対象時期 

予測対象時期は、建設機械の稼働による影響が最大となる時期としました。また、

工事稼働時間は 8:00～17:00（12:00～13:00 除く）の 8 時間と想定しました。 

予
測
地
点 

（
敷
地
境
界
）
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 ５）予測の方法 

「建設機械の稼働」に係る粉じん等の予測は、以下の手法に基づき行いました。 

 

  ① 予測手順 

「建設機械の稼働」に係る粉じん等の予測手順は、図４ .１ .８に示すとおりです。 

 

 

図４.１.８ 建設機械の稼働に係る粉じん等の予測手順 

 

工事計画の概要 

・工事区分、位置、延長  
・工事施工ヤード、工事用道路の位置  
・想定される主な工種  

年間工事日数  
工事種別・作業の選定 

・作業に対応する建設機械の組合せ  
 （ユニット）及びその数の設定

施工範囲とユニットの配置  

季節別風向別降下ばいじん量  

季節別降下ばいじん量  

気象データ（風向・風速）

季節別工事日数  
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  ② 予測式 

  ア.風向別降下ばいじん量 

2x

1x

16/

16/

A/xdxdxCNNR dduds ・  

2x

1x

cb
16/

16/

A/xdxdx/xu/uaNN 00sdu ・　　  

ここで 

Rds：風向別降下ばいじん量（t/km2/月） 

なお、添え字 s は風向（16 方位）を示します。 

Nu：ユニット数 

Nd：季節別の平均月間工事日数（日/月） 

x1：予測地点から季節別施工範囲の手前側の敷地境界線までの距離（m）  

x2：予測地点から季節別施工範囲の奥側の敷地境界線までの距離（m） 

 （x1、x2＜1m の場合は、x1、x2＝1m とします。） 

Cd(x)：１ユニットから発生し拡散する粉じん等のうち発生源側からの距離ｘ(m)の 

   地点の地上 1.5m に堆積する降下ばいじん量（t/km2/日 /ユニット）  

A：季節別の施工範囲の面積（m2） 

a：基準降下ばいじん量（t/km2/日/ユニット） 

（基準風速時の基準距離における１ユニットからの 1 日当たりの降下ばいじん量） 

（表４.１.１７参照） 

us：季節別風向別平均風速(m/s)（us<1m/s の場合は、us=1m/s とする） 

u0：基準風速（u0＝1m/s） 

b：風速の影響を表す係数（b＝1） 

x：風向に沿った風下距離（m） 

x0：基準距離（m）（x0＝1m） 

c：降下ばいじんの拡散を表す係数（表４.１.１７参照） 

 

Ｎuユニット

工事における区分の延長（Ｌ）

予測地点

工事計画幅（Ｗ）

気象(風向･風速)を考慮する範囲

主風向

 

図４.１.９ 予測地点と施工範囲の位置関係から予測計算を行う風向の範囲 
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予測地点

予測対象風向

π／16

ｘｄθ

ｄ
ｘ

ｘ

ｘ
１

ｘ
２

季節別

施工範囲

 

図４.１.１０ ある風向における予測計算範囲 

 

  イ.季節別降下ばいじん量 

n

s
wsdsd fRC

1

 

ここで、 

Ｃd：季節別降下ばいじん量（ t/km2/月） 

Rds ：風向別降下ばいじん量（ t/km2/月） 

ｎ：方位（=16） 

ｆws：季節別風向出現割合。なお添字 s は風向（16 方位）を示す。 
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  ③ 予測条件 

  ア.ユニットの設定 

工事の種別、ユニットの設定は、施工計画より表４.１.１７に示すとおり設定し

ました。 

予測対象とするユニットが移動型の場合、予測対象ユニットが対象工事区域内を

一様に移動すると設定しました。また、予測に使用した基準降下ばいじん量 a 及び

降下ばいじんの拡散を表す係数 c は表４.１.１７に示すとおりです。 

 

表４.１.１７ 建設機械稼働ユニット設定 

予測地点 種別 ユニット ユニット
数 

ａ 
（t/㎞ 2/日

/ユニット）
ｃ

ユニット近傍で
の降下ばいじん
量（t/㎞ 2/8h）

掘削工 土砂掘削 1 17,000 2.0 － 
のり面整形工 のり面整形（掘削部） 1 － － 0.07 
盛 土 工 （ 路 体 ・
路床） 盛土工（路体・路床） 1 － － 0.04 

此田 

のり面整形工 のり面整形（盛土部） 1 6,800 2.0 － 
備考：基準降下ばいじん量ａは、8 時間／日の稼働時間で設定しました。  
  ：パラメータａ、ｃは地上 1.5m で測定した降下ばいじん量に基づいて設定しました。 
  ：ユニット近傍での降下ばいじん量は、降下ばいじん量が少なく明確な距離減衰傾向が

見られないユニットに対して設定しました。 
 

  イ.気象条件 

予測に用いる気象条件は現地調査結果を用い、4 季別に整理しました。 

予測に使用した気象条件は、「（２）工事用車両の運行による影響」に示すとお

りです。 

 

  ウ.月平均工事日数 

月平均工事日数は 20 日／月としました。 
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 ６）予測結果 

建設機械の稼働に係る粉じん等の予測結果は、表４ .１ .１８に示すとおりです。 

敷地境界における降下ばいじん量は 0.1～1.4t/km2/月と予測されます。 

 

表４.１.１８ 予測結果（建設機械の稼働） 

＜敷地境界（高さ 1.5m）＞                  単位： t/km2/月 

降下ばいじん量 
予測地点 工事種別 工事箇所 

春 夏 秋 冬

掘削工 本線工事用

道路 
0.2 0.2 0.2 0.1

のり面整形工

（掘削部） 
本線工事用

道路 
1.4 1.4 1.4 1.4

盛土工 本線工事用

道路 
0.8 0.8 0.8 0.8

のり面整形工

（盛土部） 
本線工事用

道路 
0.1 0.2 0.1 0.1

盛土工 本線 
土工部 

0.8 0.8 0.8 0.8

此田 

のり面整形工

（盛土部） 
本線 

土工部 
0.2 0.3 0.3 0.1
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（４）自動車の走行による影響 

 １）予測の前提条件 

  ① 交通計画 

予測に用いた将来交通量（平成 42 年）と走行速度は、表４.１.１９に示し、道路

断面形状は、図４.１.１１に示すとおりです。 

 

表４.１.１９ 予測に用いた将来交通量と走行速度 

将来交通量 走行速度 車線数 

4,300 台／日 
本線部  ：60km/h（法定速度） 
ランプ部 ：40km/h 
接続先道路：40km/h 

2 車線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４.１.１１ 標準断面図 

土工部

橋梁部

ト ン ネ ル
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 ２）予測地域 

予測地域は、近接保全対象の住居等が存在する地域を設定しました。 

 

 ３）予測地点 

予測地点は、表４ .１ .２０に示し、予測断面図は、図４ .１ .１２に示すとおりです。 

なお、予測位置は道路端の地上 1.5m 高さとしました。 

 

表４.１.２０ 予測断面状況（自動車の走行） 

予測地点 道路構造 予測位置 

此田 
切土・盛土・ 

橋梁・トンネル 
道路端 地上 1.5ｍ高さ 

 

 

図４.１.１２ 予測断面（自動車の走行） 

 

 ４）予測対象時期 

予測対象時期は、計画交通量の発生が見込まれる平成 42 年としました。 
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 ５）予測の方法 

「自動車の走行」に係る二酸化窒素、浮遊粒子状物質の予測は、以下の手法に基

づき行いました。 

 

  ① 予測手順（明かり部） 

「自動車の走行」に係る大気質の予測手順は、図４.１.１３に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４.１.１３ 自動車の走行に係る大気質の予測手順（明かり部） 

 

注）予測に用いた拡散式は、道路事業において多くの実験や実証を行って拡散パラメータを

設定した経験式であり、適用事例が多いプルーム・パフ拡散モデルを使用しました。

気象データの設定 
・風向、風速の時間値データ

排出源高さの風速の推定 

道路条件の設定 
・車道部幅員 
・道路構造、路面位置 
・予測点位置 

交通条件の設定 
・時間別交通量 
・平均走行速度 
・車種別構成比 

排出源位置の設定 

拡散幅等の設定 

拡散式による基準濃度計算
・有風時：プルームモデル
・弱風時：パフモデル 

車種別走行速度別の排出係数 
（縦断勾配による補正【NOx】）

時間別平均排出量の計算

年平均時間別濃度の算出

年平均濃度の算出 

NOx 変換式 

対象道路の年平均濃度 

予測地点の年平均濃度 

浮遊粒子状物質 窒素酸化物→二酸化窒素 

将来のバックグラウンド濃度 

気象入力データの設定 
・年平均有風時弱風時出現割合 
・年平均時間別風向出現割合 
・年平均時間別平均風速 
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  ② 予測式（明かり部） 

大気質の明かり部の予測は、次の拡散式を用いて年平均値を予測しました。 

 

  ア.有風時 

有風時（風速が 1m/s を超える場合）については、次に示すプル－ムモデル式を用

いました。 

 

ここで、 

Ｃ（x，y，z）：（x，y，z）地点における濃度（ppm、mg/m3） 

Ｑ：点煙源の排出量（m /s（又は mg/s）） 

ｕ：平均風速（m/s） 

Ｈ：排出源の高さ（ｍ）  

σｙ，σｚ：水平（y），鉛直（z）方向の拡散幅（ｍ） 

ｘ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

ｙ：ｘ軸に直角な水平距離（ｍ） 

ｚ：ｘ軸に直角な鉛直距離（ｍ） 

 

  イ.弱風時 

弱風時（風速が 1m/s 以下の場合）については、次に示すパフモデル式を用いまし

た。 

 

ここで、 
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  ウ.拡散幅 

プル－ム式の拡散幅及びパフ式の係数は、次のように設定しました。 

 

  i.プル－ム式：有風時（風速が 1m/s を超える場合） 

  a.鉛直方向の拡散幅（σz） 

83.0L31.0zoz  
ここで、 

σzo：鉛直方向の初期拡散幅（ｍ） 

遮音壁がない場合：σ zo＝1.5 

遮音壁（3ｍ以上）がある場合：σzo＝4.0 

Ｌ：車道部端からの距離（Ｌ＝ｘ－Ｗ /2） 

ｘ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

ｗ：車道部幅員（ｍ） 

なお、ｘ＜Ｗ /2 の場合はσz＝σzo としました。 

 

  b.水平方向の拡散幅（σｙ） 

81.0L46.0
2

W
y  

なお、ｘ＜W/2 の場合は，σy＝W/2 としました。  
 
  ii.パフ式：弱風時（風速が 1m/s 以下の場合） 

  a.初期拡散幅に相当する時間（t0） 

t0＝W/2α 

ここで、 

Ｗ：車道部幅員（ｍ） 

α：以下に示す拡散幅に関した係数（m/s） 

 

  b.拡散幅に関した係数 

α＝0.3 

 

＝ 

 

ただし、昼間及び夜間の区分は、原則として午前 7 時から午後 7 時までを昼間、

午後 7 時から翌午前 7 時までを夜間としました。 

0.18（昼間） 

0.09（夜間） 
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  ③ 予測手順（トンネル坑口部） 

トンネル坑口部における予測手順は、図４.１.１４に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４.１.１４ 自動車の走行に係る大気質の予測手順（トンネル坑口部） 

基本データの設定
・気象条件
・交通条件
・道路条件
・換気条件

車種別排出係数

排出量の算定
・トンネル坑口の排出量
・明かり部の排出量

[一般的な道路構造の手法に準拠]

坑口吐出風速の算定

トンネル風の距離減衰式の設定

坑口からの拡散濃度の算出 明かり部からの拡散濃度の算出

(弱風時) (有風時) (弱風時) (有風時)

仮想排出源 トンネル風と
噴流モデル 噴流モデル 等 価 排 位置の設定 自然風のベクト

出 強 度 ル合成
モデル

パフモデル プルームモデル

重み付け

坑口からの拡散濃度 明かり部からの拡散濃度

[一般的な道路構造の手法に準拠]

対象道路の年平均濃度

将来のバックグラウンド濃度

予測地点の年平均濃度
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  ④ 予測式（トンネル坑口部） 

トンネル坑口周辺の予測は、トンネル坑口から排出される窒素酸化物(又は浮遊粒

子状物質)の拡散濃度と明かり部の拡散濃度を合算することにより行いました。 
 

  ア.トンネルからの寄与濃度の予測の方法 

  i.有風時の予測 

トンネルからの寄与濃度は、以下の噴流モデルと等価排出強度モデルを組み合わ

せて予測しました。 
 
  ii.噴流モデル 

噴流モデルでは、トンネル坑口に配置した点煙源からの拡散計算に、次式を用い

ました。なお、トンネル坑口からの吐出風速は、ジェットファンを設置した場合を

想定して算定しました。 

2
Jz

2

2
Jz

2

2
Jy

2

J 2
)Hz(exp

2
)Hz(exp)

2
yexp()x(C

2
1)z,y,x(C  

)x(U
UAC)x(C
T

To

JzJy

o  

QUAC Too  

)kxexp(
)x(U

U

T

To  

XW
Jy  

X
W

A
Jz  

 
ここで 

ＣＪ(x,y,z)：噴流モデルによる予測地点(x,y,z)の拡散濃度(ppm 又は mg/m３) 

Ｃ０：坑内濃度(ppm 又は mg/m３) 

ＵＴ０：トンネル坑口からの吐出風速(m/s) 

ＵＴ(x)：坑口から距離ｘでのトンネル風の風速(m/s) 

Ｑ：トンネル坑口からの排出量(ml/s 又は mg/s) 

Ａ：トンネル断面積(m２) 

Ｗ：坑口での道路幅(m) 

ｋ：トンネル風の減衰パラメータ 

σＪｙ：噴流モデルの水平(y)方向の拡散幅(m) 

σＪｚ：噴流モデルの鉛直(z)方向の拡散幅(m) 

α、β、γ：拡散パラメータ 

Ｈ：排出源高さ(m) 

ｘ：坑口を起点とする吐出方向距離(m) 
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  iii.等価排出強度モデル 

等価排出強度モデルでは、明かり部に配置した各点煙源からの拡散計算に次式を

用いました。 

2
Ez

2

2
Ez

2

2
Ey

2

WEzEy
E 2

)Hz(exp
2

)Hz(exp)
2

yexp(
U2

)x(q)z,y,x(C  

81.0
LEy X46.0XW  

83.0
LEz X31.0X

W
A  

 

ここで 

ＣＥ(x,y,z)：等価排出強度モデルによる予測地点(x,y,z)の拡散濃度(ppm 又は mg/m３) 

ｑ(x)：各点煙源の排出量(ml/s 又は mg/s） 

σＥｙ：等価排出強度モデルの水平(y)方向の拡散幅(m) 

σＥｚ：等価排出強度モデルの鉛直(z)方向の拡散幅(m) 

ＵＷ：自然風ＵＮとトンネル風ＵＴの合成風速(m/s) 

Ａ：トンネル断面積(m２) 

Ｗ：トンネル坑口での道路幅(m) 

ｘＬ：トンネル坑口から点煙源までの距離(m) 

ｘ：点煙源から予測点までの風下距離(m) 

 

  イ.弱風時の予測 

噴流モデルを用いて予測しました。 

なお、拡散式は「有風時の予測」で示したものと同様の式を用いました。 
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  ⑤ 時間別平均排出量の算定方法 

窒素酸化物又は浮遊粒子状物質の時間別平均排出量は、車種別時間別交通量に車

種別排出係数を乗じ、これを合算して求めた窒素酸化物、浮遊粒子状物質の時間別

平均排出量を次式に示します。 

     
2

1i
iit EN

1000
1

3600
1VQ wt  

ここで、 

Qt：時間別平均排出量（ml/m･s（又は mg/m･s）） 

Ei：車種別排出係数（g/km・台） 

Nit：車種別時間別交通量（台/h） 

Vw：換算係数（m /g（又は mg/g）） 

・窒素酸化物の場合：20℃、1 気圧で、523ml/g 

・浮遊粒子状物質の場合：1000mg/g 

 

  ⑥ 年平均濃度の算定方法 

年平均濃度は、以下の式を用いて算出しました。 

     

t

16

1s
tdnts

ts

s
t

24

1t

t

QfcRcfw
Uw
RwCa

24

Ca
Ca

 

ここで、 

Ca：年平均濃度（ppm 又は mg/m3） 

Cat：時刻 t における年平均濃度（ppm 又は mg/m3） 

Rws：プル－ム式により求められた風向別基準濃度（m-1） 

fwts：年平均時間別風向出現割合 

Ｕwts：年平均時間別風向別平均風速（m/s） 

Rcdn：パフ式により求められた昼夜別基準濃度（s/m2） 

fct：年平均時間別弱風時出現割合 

Qt：年平均時間別平均排出量（ml/m･s 又は mg/m･s） 

なお、添字の s は風向（16 方位）、t は時間、dn は昼夜の別、w は有風時、c は弱

風時を示します。 
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  ⑦ 予測条件 

  ア.交通条件 

予測に用いた将来交通量（平成 42 年）と走行速度は、表４.１.２１に示すとおり

です。 

なお、時間帯別交通量については、実施区域周辺にあり、その交通特性が類似し

ていると考えられる一般国道 153 号における H17 道路交通センサス（センサス地点

番号 1270）の交通量データを用いて、表４.１.２２に示すとおり設定しました。 

 

表４.１.２１ 予測に用いた将来交通量と走行速度 

予測地点 将来交通量 走行速度 

此田 4,300 台／日 
本線部  ：60km/h（法定速度） 
ランプ部  ：40km/h 
接続先道路：40km/h 

 

 

表４.１.２２ 予測に用いた将来交通量（時間別） 

 交通量 小型車交通量 大型車交通量 大型車混入率 時間変動係数
(台／時) (台／時) (台／時) (％) (％)

6 ～ 7 109 62 47 43.1 2.5
7 ～ 8 204 157 47 23.0 4.7
8 ～ 9 246 199 47 19.1 5.7
9 ～ 10 221 161 60 27.1 5.2
10 ～ 11 293 224 69 23.5 6.8
11 ～ 12 386 286 100 25.9 9.0
12 ～ 13 257 195 62 24.1 6.0
13 ～ 14 289 238 51 17.6 6.7
14 ～ 15 308 263 45 14.6 7.2
15 ～ 16 387 319 68 17.6 9.0
16 ～ 17 352 297 55 15.6 8.2
17 ～ 18 292 250 42 14.4 6.8
18 ～ 19 218 164 54 24.8 5.1
19 ～ 20 124 87 37 29.8 2.9
20 ～ 21 88 53 35 39.8 2.0
21 ～ 22 50 23 27 54.0 1.2
22 ～ 23 67 23 44 65.7 1.6
23 ～ 24 80 27 53 66.3 1.9
0 ～ 1 58 14 44 75.9 1.3
1 ～ 2 53 9 44 83.0 1.2
2 ～ 3 45 8 37 82.2 1.0
3 ～ 4 50 9 41 82.0 1.2
4 ～ 5 56 11 45 80.4 1.3
5 ～ 6 67 21 46 68.7 1.6
24時間計 4,300 3,100 1,200 27.9 100.0

時間帯
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  イ.気象条件 

予測に用いる気象条件は現地調査結果を用い、観測された風速を基に排出源高さ

の風速をべき乗則の式を用いて推定し、以下の項目について整理しました。 

 

・有風時及び弱風時の年間の時間別出現割合 

・有風時の年平均時間別風向出現割合 

・有風時の年平均時間別風向別平均風速 

 

排出源高さの風速を推定した際のべき乗則には次式を用いることとし、べき指数

は表４.１.２３に示すとおり設定しました。 

 

p

0
0 H

HUU  

ここで、 

Ｕ0：高さＨ（m）の推定風速（m/s） 

Ｕ0：基準高さ（m）の風速（m/s） 

Ｈ：排出源高さ（m） 

Ｈ0：基準とした高さ（10m） 

Ｐ：べき指数（郊外と設定しました。） 

 

表４.１.２３ 土地利用状況とべき指数 P 

土地利用の状況 べき指数 

郊外 1／5 

 

 

予測に用いた気象デ－タの概要は、表４ .１ .２４に示し、整理結果は、表４ .１ .２

５に示すとおりです。 

 

表４.１.２４ 予測に使用する気象 

測定地点 測定期間（1 年間） 測定高さ 

此田 平成 16 年 2 月 1 日～平成 17 年 1 月 31 日 10m 
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表４.１.２５ 予測に用いた気象条件 

     観測期間：平成 16 年 2 月 1 日～平成 17 年 1 月 31 日（1 年間）  

有風時の出現状況  
時間 項目  

NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N

弱風時

出現頻度

（％）

出現頻度（％）  2.5 1.4 2.2 1.1 1.7 2.5 4.2 3.3 1.7 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 1.4 77.3
1 

平均風速（m/s）  1.7 3.5 2.2 1.7 2.0 1.4 1.3 1.9 3.8 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 1.2  
出現頻度（％）  1.4 2.5 1.9 0.8 0.8 1.9 3.9 3.9 1.7 0.3 0.3 0.0 0.0 0.3 0.0 2.5 77.9

2 
平均風速（m/s）  2.4 2.4 2.5 2.5 4.0 1.3 1.4 1.8 3.3 4.0 1.1 0.0 0.0 1.3 0.0 1.9  
出現頻度（％）  1.7 0.6 1.9 1.1 1.7 1.4 3.6 3.6 1.4 0.6 0.0 0.0 0.0 0.6 0.3 0.3 81.4

3 
平均風速（m/s）  2.7 1.3 3.3 1.9 3.4 1.3 1.5 1.7 3.7 2.9 0.0 0.0 0.0 1.4 1.1 1.1  
出現頻度（％）  1.9 1.7 1.1 0.8 0.8 1.9 3.1 4.4 1.9 0.3 0.0 0.0 0.3 0.6 0.3 0.8 80.0

4 
平均風速（m/s）  2.2 1.9 4.2 1.9 2.7 1.4 1.5 1.7 2.5 4.9 0.0 0.0 1.9 1.7 2.0 2.5  
出現頻度（％）  3.1 1.9 0.8 1.1 1.4 1.4 3.6 2.8 1.4 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 1.4 80.0

5 
平均風速（m/s）  1.7 1.8 1.3 1.3 2.3 1.2 1.4 1.8 2.6 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 1.8  
出現頻度（％）  1.9 2.2 1.4 0.8 1.1 1.9 2.8 5.0 0.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 1.4 79.7

6 
平均風速（m/s）  2.2 1.9 1.6 1.8 2.5 1.2 1.7 1.7 1.4 1.1 0.0 0.0 0.0 1.2 1.2 2.7  
出現頻度（％）  2.2 2.2 0.8 0.8 1.1 1.9 1.9 1.9 2.5 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.8 82.5

7 
平均風速（m/s）  2.1 2.1 3.4 1.8 2.8 1.2 1.4 2.2 1.7 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 2.3  
出現頻度（％）  2.5 3.1 1.4 0.6 1.1 2.5 1.9 2.8 1.1 0.6 0.3 0.0 0.0 0.3 0.0 1.4 80.5

8 
平均風速（m/s）  1.3 2.7 2.1 2.3 2.0 1.4 1.6 1.7 2.6 1.4 2.4 0.0 0.0 1.6 0.0 1.5  
出現頻度（％）  1.9 2.2 2.2 2.2 1.4 0.6 1.1 1.4 3.3 1.7 0.3 0.0 0.3 0.6 0.6 2.8 77.5

9 
平均風速（m/s）  1.9 2.0 1.6 2.3 3.4 3.4 1.4 1.9 2.1 2.6 3.2 0.0 2.4 1.7 1.6 1.7  
出現頻度（％）  3.6 2.8 3.6 2.2 1.1 2.2 0.8 2.5 3.3 3.6 0.3 0.8 0.3 0.6 1.1 4.7 66.5

10 
平均風速（m/s）  2.2 2.8 1.8 2.2 4.4 2.2 1.7 2.4 2.0 2.8 1.5 1.3 1.6 1.6 1.9 1.4  
出現頻度（％）  6.0 3.6 4.1 2.5 4.7 2.7 1.6 1.4 7.4 3.8 1.6 0.3 0.3 0.5 2.2 4.7 52.5

11 
平均風速（m/s）  2.0 2.0 3.1 2.8 2.8 2.2 2.1 3.1 2.9 2.5 1.6 1.1 1.5 2.6 1.3 1.7  
出現頻度（％）  4.1 6.3 5.2 4.1 4.7 1.6 1.4 1.4 11.0 6.9 3.0 1.9 0.8 1.4 2.5 4.9 38.7

12 
平均風速（m/s）  1.7 2.7 3.1 3.2 3.5 2.6 2.7 2.5 3.2 2.6 1.9 1.7 1.3 1.2 1.4 1.8  
出現頻度（％）  3.6 6.9 5.2 5.5 5.8 2.2 2.8 3.9 13.5 9.6 1.9 0.3 0.8 0.3 2.5 4.7 30.6

13 
平均風速（m/s）  2.0 3.4 3.3 3.8 3.7 2.6 2.6 2.3 3.0 2.8 2.2 1.5 1.8 1.1 1.7 1.8  
出現頻度（％）  5.0 5.2 5.0 3.3 4.7 3.3 2.5 2.5 19.0 12.4 3.0 0.0 0.3 0.6 2.5 1.4 29.5

14 
平均風速（m/s）  3.5 3.4 4.3 3.3 3.3 2.2 2.1 2.3 3.1 2.5 2.0 0.0 1.2 1.1 1.4 2.4  
出現頻度（％）  4.1 4.1 3.8 3.8 4.4 1.6 4.4 4.9 26.4 10.2 2.5 0.5 0.8 0.3 1.9 2.2 23.9

15 
平均風速（m/s）  3.1 3.3 5.0 3.9 4.0 2.8 2.1 2.3 3.2 2.7 1.7 1.5 1.8 2.5 1.6 2.6  
出現頻度（％）  3.8 4.7 3.0 4.1 4.7 2.7 3.8 8.2 26.1 7.7 1.1 0.3 0.5 0.3 1.1 2.5 25.3

16 
平均風速（m/s）  2.4 4.3 3.0 3.5 3.1 2.6 1.9 2.7 3.2 2.6 2.4 1.8 1.2 1.9 1.6 2.7  
出現頻度（％）  2.8 3.9 3.9 2.5 3.6 1.9 7.2 13.2 24.2 3.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.8 3.6 28.9

17 
平均風速（m/s）  3.6 2.7 3.7 3.0 3.2 2.7 1.9 2.5 3.4 2.4 0.0 1.4 0.0 1.9 1.7 2.3  
出現頻度（％）  3.3 2.5 2.5 3.3 1.9 2.8 6.6 12.4 19.3 2.8 0.0 0.0 0.0 0.3 1.4 1.4 39.7

18 
平均風速（m/s）  2.9 3.9 3.1 3.6 1.5 1.7 1.9 2.7 2.8 2.5 0.0 0.0 0.0 2.1 1.5 1.7  
出現頻度（％）  0.8 3.6 2.5 2.5 2.5 4.1 5.2 11.8 11.8 3.9 0.3 0.0 0.6 0.6 0.8 1.9 47.1

19 
平均風速（m/s）  2.0 2.8 2.5 2.1 1.6 1.4 1.8 2.2 2.7 2.3 8.2 0.0 2.6 1.9 1.8 2.0  
出現頻度（％）  2.8 1.9 2.5 2.2 1.4 3.0 5.8 8.5 9.4 2.5 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 1.1 58.4

20 
平均風速（m/s）  1.9 3.7 2.0 3.3 2.2 1.4 1.5 1.9 2.5 2.3 0.0 0.0 1.1 0.0 1.1 2.0  
出現頻度（％）  1.7 3.6 1.9 1.4 1.4 2.8 6.6 4.7 5.5 0.8 0.3 0.0 0.0 0.3 0.0 0.8 68.2

21 
平均風速（m/s）  2.6 3.0 2.5 3.1 1.9 1.5 1.6 2.2 2.5 3.7 1.2 0.0 0.0 1.7 0.0 2.3  
出現頻度（％）  1.1 1.9 2.2 1.4 1.4 2.5 4.1 4.4 4.4 0.6 0.3 0.0 0.0 0.0 0.6 1.1 74.0

22 
平均風速（m/s）  3.0 2.3 2.1 2.9 1.9 1.2 1.5 1.6 2.9 2.1 1.7 0.0 0.0 0.0 1.6 1.9  
出現頻度（％）  1.4 2.2 1.9 1.7 1.4 2.5 5.0 4.1 3.0 0.6 0.0 0.3 0.0 0.0 0.3 0.6 75.1

23 
平均風速（m/s）  3.3 2.5 2.7 1.6 2.6 1.3 1.5 2.3 2.6 3.8 0.0 1.1 0.0 0.0 1.1 3.4  
出現頻度（％）  2.8 2.5 1.4 1.4 1.1 1.9 5.0 3.6 2.2 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.8 75.7

24 
平均風速（m/s）  2.2 2.5 2.4 2.1 1.6 1.3 1.6 1.9 3.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 1.3  
出現頻度（％）  2.8 3.1 2.6 2.1 2.3 2.3 3.7 4.9 8.5 3.1 0.6 0.2 0.2 0.3 0.9 2.0 60.4

全日 
平均風速（m/s）  2.4 2.9 3.0 2.9 3.0 1.8 1.7 2.2 3.0 2.6 2.0 1.5 1.7 1.6 1.6 1.9  

備考：風向・風速は、観測高さ（Ｈ＝10m）における時間値（正時データ）を整理します。  
  ：有風時は、風速 1.0m/s を超える場合、弱風時は風速 1.0m/s 以下の場合です。  
  ：予測に用いた気象条件は、予測した路面高さに風速を補正したものを別途集計して用います。  
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  ウ.排出源位置の設定 

排出源は連続した点煙源とし、原則として車道部の中央に予測対象道路の線形を

考慮して配置しました。その際、点煙源の間隔は 10m 間隔としました。排出源高さ

は、図４.１.１５に示す道路構造別に以下の高さを基本に設定しました。 

 

     盛土：（路面高さ＋1m）/2 

     切土、高架、遮音壁がある場合：仮想路面高さ＋1m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４.１.１５ 排出源高さの設定 

仮 想 路面

壁 高 欄高 架 道 路

盛 土 道 路

切 土 道 路 仮想路面

1m

路面
高さ

1m
1m

仮想排出源位置 
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  エ.排出係数の設定 

予測に用いる排出係数は、実走行モ－ドに基づくシャシダイナモ試験の結果及び

平成 12 年度に示された自動車排出ガス量の許容限度に関する中央環境審議会の第三

次答申による新長期目標に基づいて設定されたものを使用し、また、勾配のある区

間については縦断勾配を考慮し、縦断勾配補正係数を用いました。 
出典）「自動車排出係数の算定根拠」平成 15 年 12 月 国土交通省 国土技術政策総合研究所資料 2) 
 

  オ.加減速部の排出係数補正 

ＩＣ部の加速車線や減速車線の走行パターンは、本線の定常走行パターンと異な

るため、加減速を伴う区間については窒素酸化物の排出係数補正を行いました。 

なお、ランプ部から本線に流入する区間（40km/h→60km/h）の値、本線からラン

プに流出する区間（60km/h→40km/h）の値を設定しました。 

 

  カ.窒素酸化物から二酸化窒素への変換（NOX 変換式） 

NOx 変換式は、一般に次式を用いますが、本地域のバックグラウンド濃度が NOx、

NO2 とも 0.002ppm と低濃度であり、次式の適用範囲外であるため、ここでは、NOx

の全量を NO2 として扱うことにしました。 

 

      507.0
TxBGx

499.0
RxR2 )NO/NO1(NO0683.0NO  

ここで、 

[NOx]R：窒素酸化物の対象道路の寄与濃度（ppm） 

[NO2]R：二酸化窒素の対象道路の寄与濃度（ppm） 

[NOx]BG：窒素酸化物のバックグラウンド濃度（ppm） 

[NOx]T：窒素酸化物のバックグラウンド濃度と対象道路の寄与濃度の合計値（ppm） 
 
  キ.バックグラウンド濃度の設定 

予測に用いるバックグラウンド濃度は、実施区域近傍で行った現地調査結果（4 季

の平均値）を用いることとし、表４.１.２６に示すとおり設定しました。 

 

表４.１.２６ バックグラウンド濃度 

予測地点 窒素酸化物 
（ppm） 

二酸化窒素 
（ppm） 

浮遊粒子状物質 
（mg/m3） 

此田 0.002 0.002 0.017 
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  ク.日平均値への換算 

予測結果である年平均値から二酸化窒素の年間 98％値、浮遊粒子状物質の年間

2％除外値への変換は、図４ .１ .１６に示す変換手順で、表４ .１ .２７に示す変換式を

用いて行いました。 

 

 

 

 

 

 

図４.１.１６ 年平均値からの年間 98％値又は 2％除外値への変換手順 

 

表４.１.２７ 年平均値から年間 98％値又は 2％除外値への変換式 

項目 変換式 

二酸化窒素 

［年間 98％値］＝a（［NO2］BG＋［NO2］R）＋b 

a＝1.10＋0.56・exp（－［NO2］R／［NO2］BG）  

b＝0.0098－0.0036・exp（－［NO2］R／［NO2］BG） 

浮遊粒子状物質 

［年間 2％除外値］＝a（［SPM］BG＋［SPM］R）＋b 

a＝2.12＋0.10・exp（－［SPM］R／［SPM］BG）  

b＝0.0155－0.0213・exp（－［SPM］R／［SPM］BG） 

［NO2］R ：二酸化窒素の道路寄与濃度の年平均値（ppm）  

［NO2］BG ：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm）  

［SPM］R ：浮遊粒子状物質の道路寄与濃度の年平均値（mg/m3）  

［SPM］BG ：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値（mg/m3） 

 
 

道路からの寄与濃度分の年平均 換算式 以下参照 

二酸化窒素：年間 98％値 

浮遊粒子状物質：2％除外値 

バックグラウンドの年平均値 
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 ６）予測結果 

  ① 二酸化窒素 

二酸化窒素の予測結果は、表４.１.２８に示すとおりです。 

道路端における自動車の走行に係る二酸化窒素濃度は、新規寄与分が 0.00377ppm

と予測されます。 

また、年平均値は 0.0058ppm、日平均値の年間 98%値は 0.016ppm と予測されます。 
 

表４.１.２８ 予測結果（自動車の走行：二酸化窒素） 

＜道路端＞                         単位：ppm 
合成濃度 

自動車走行による 
寄与濃度(a) 

バックグラウンド
濃度(b) 年平均値 

c = a + b 

日平均値の 
年間 98%値 

0.00377 0.002 0.0058 0.016 
備考：予測位置は地上高さ 1.5m です。  
  ：年平均値、日平均値の 98％値は四捨五入したものです。  
  ：技術手法に示された NOx→NO2 換算式を用いると NO2 は NOx 値を上回り、回帰式による

適用範囲外と解釈されるため、ここでは NOx の全量が NO2 に変化するものとしました。  
 

  ② 浮遊粒子状物質 

浮遊粒子状物質の予測結果は、表４.１.２９に示すとおりです。 

道路端における自動車の走行に係る浮遊粒子状物質濃度は、新規寄与分が

0.00034mg/m3 と予測されます。 

また、年平均値は 0.0173mg/m3、日平均値の年間 2%除外値は 0.044 mg/m3 と予測さ

れます。 
 

表４.１.２９ 予測結果（自動車の走行：浮遊粒子状物質） 

＜道路端＞                               単位：mg/m3 
合成濃度 

自動車走行による 
寄与濃度(a) 

バックグラウンド
濃度(b) 年平均値 

c = a + b 

日平均値の 
年間 2%除外値

0.00034 0.017 0.0173 0.044 
備考：予測位置は地上高さ 1.5m です。  
  ：年平均値、日平均値の 2％除外値は四捨五入したものです。  
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３．保全対策 

予測の結果、近接保全対象となる集落付近では、粉じん等及び二酸化窒素、浮遊

粒子状物質の影響は極めて小さいと判断し、保全対策は実施しません。 

 

４．評価 

（１）評価の方法 

 １）整合を図るべき基準又は目標との整合性の観点 

｢工事用車両の運行｣、｢建設機械の稼働｣に係る粉じん等及び「自動車の走行」に

係る二酸化窒素、浮遊粒子状物質の影響に対して、基準又は目標と整合が図られて

いるかを明らかにすることにより評価を行いました。 
 

  ① 工事用車両の運行、建設機械の稼働 

建設機械の稼働に係る粉じん等については、国又は関係する地方公共団体による

環境保全の観点からの施策によって示された基準又は目標はありません。 

環境保全の観点からの降下ばいじん量としては、スパイクタイヤ粉じんに係る生

活環境の保全が必要な地域の指標を参考とした 20t/km2/月が目安として考えられます。  

一方、降下ばいじん量が比較的高い地域の値は 10t/km2/月であることから、ここで

はそれらの差である 10t/km2/月を、表４ .１ .３０に示すとおり工事用車両の運行、建

設機械の稼働に係る粉じん等に対する基準又は目標とする値に設定しました。 
 

表４.１.３０ 整合を図るべき基準又は目標（工事用車両の運行、建設機械の稼働） 

物質名 整合を図るべき基準又は目標 

粉じん等 10t/km2/月以下 
注）スパイクタイヤ粉じんの発生の防止に関する法律を参考に設定  

 
  ② 自動車の走行 

自動車の走行に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質については、国又は関係する

地方公共団体による環境保全の観点から、環境基本法（平成 5 年 法律第 91 号）第

16 条の規定に基づく環境基準が定められています。 

そこで、基準又は目標とする値は、表４ .１ .３１に示すように環境基準とし、その

値と予測値との間の整合が図られているかを評価しました。 
 

表４.１.３１ 整合を図るべき基準又は目標 

物質名 整合を図るべき基準又は目標 

二酸化窒素 1 時間値の 1 日平均値が 0.04 ppm から 0.06ppm までのゾ－ン内又はそ

れ以下であること。 

浮遊粒子状物質 1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg/m3 以下であること。 

 

 ２）ミティゲーションの観点 

また、事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減されているかどうかについて、

ミティゲーションの観点から見解を明らかにすることにより評価を行いました。



 4-1-38

 

（２）評価 

 １）整合を図るべき基準又は目標との整合性の観点 

  ① 工事用車両の運行 

工事用車両の運行に係る粉じん等の評価結果は、表４.１.３２に示すとおりです。 

敷地境界における降下ばいじん量は、0.1～0.2t/km2/月と予測され、10t/km2/月に対

して十分小さい値であることから、「工事用車両の運行」に係る粉じん等は、基準

又は目標と整合が図られているものと評価します。 

 

表４.１.３２ 評価結果（工事用車両の運行） 

 ＜敷地境界（高さ 1.5m）＞                      単位： t/km2/月 

降下ばいじん量 予測

地点 

工事用道路 

の状況 
工事用車両 

春 夏 秋 冬 

整合を図るべき

基準又は目標

此田 舗装路＋タイヤ洗

浄装置 
30 台/日 

（往復 60 台/日） 
0.2 0.2 0.2 0.1 10 

 

  ② 建設機械の稼働 

建設機械の稼動に係る粉じん等の評価結果は、表４ .１ .３３に示すとおりです。 

敷地境界における降下ばいじん量は、0.1～1.4t/km2/月と予測され、10t/km2/月に対

して十分小さい値であることから、「建設機械の稼働」に係る粉じん等は、基準又

は目標と整合が図られているものと評価します。 

 

表４.１.３３ 評価結果（建設機械の稼働） 

＜敷地境界（高さ 1.5m）＞                          単位：t/km2/月 

降下ばいじん量 予測 

地点 
工事種別 工事箇所 

春 夏 秋 冬 

整合を図るべき基

準又は目標 

掘削工 本線工事用

道路 
0.2 0.2 0.2 0.1 

のり面整形工

（掘削部） 
本線工事用

道路 
1.4 1.4 1.4 1.4 

盛土工 本線工事用

道路 
0.8 0.8 0.8 0.8 

のり面整形工

（盛土部） 
本線工事用

道路 
0.1 0.2 0.1 0.1 

盛土工 本線 
土工部 

0.8 0.8 0.8 0.8 

此田 

のり面整形工

（盛土部） 
本線 

土工部 
0.2 0.3 0.3 0.1 

10 
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  ③ 自動車の走行 

自動車の走行に伴う二酸化窒素、浮遊粒子状物質の評価結果は、表４ .１ .３４及び

表４ .１ .３５に示し、官民境界から保全対象民家側への距離減衰図は図４ .１ .１７及

び図４ .１ .１８に示すとおりです。 

道路端における二酸化窒素の日平均値の年間 98％値は 0.016ppm と予測され、浮遊

粒子状物質の日平均値の年間 2％除外値は 0.044mg/m3 と、いずれも環境基準より十

分低い濃度であると予測されます。したがって、「自動車の走行」に係る二酸化窒

素及び浮遊粒子状物質については、基準又は目標と整合が図られていると評価しま

す。 

 

表４.１.３４ 評価結果（自動車の走行：二酸化窒素） 

   ＜道路端＞                         単位：ppm 
合成濃度  

予測  
地点  

自動車走行  
による  

寄与濃度(a) 

バックグラウンド  
濃度(b) 年平均値  

c = a + b 

日平均値の

年間 98%値

整合を図るべき基準  
又は目標  

此田  0.00377 0.002 0.0058 0.016 

1 時間値の 1 日平均値が

0.04 ppm から 0.06ppm ま

でのゾ－ン内又はそれ以

下であること。  
備考：予測位置は地上高さ 1.5m です。  
  ：年平均値、日平均値の年間 98％値は四捨五入したものです。  
  ：技術手法に示された NOx→NO2 換算式を用いると NO2 は NOx 値を上回り、回帰式による適用

範囲外と解釈されるため、ここでは NOx の全量が NO2 に変化するものとしました。  
 

 

表４.１.３５ 評価結果（自動車の走行：浮遊粒子状物質） 

   ＜道路端＞                         単位：mg/m3 
合成濃度  

予測

地点  

自動車走行  
による  

寄与濃度(a) 

バックグラウンド

濃度(b) 年平均値  
c = a + b 

日平均値の  
年間 2%除外値

整合を図るべき基準  
又は目標  

此田  0.00034 0.017 0.0173 0.044 
1 時間値の 1 日平均値が

0.10mg/m3 以下であるこ

と。  
備考：予測位置は地上高さ 1.5m です。  
  ：年平均値、日平均値の年間 2％除外値は四捨五入したものです。  
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図４.１.１７ 距離減衰図（二酸化窒素） 

 

 

 

 

図４.１.１８ 距離減衰図（浮遊粒子状物質） 
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 ２）ミティゲーションの観点 

  ① 工事用車両の運行 

工事により工事用車両の運行に伴う粉じん等が新たに発生しますが、工事用車両

の運行ルートについては、できる限り集落の通過を避ける計画としており、工事に

あたっては、工事施工ヤード内の工事用道路の仮舗装、散水、搬出入車両のカバー

シート使用、工事用車両の洗車等の一般的な環境保全対策（P.1-9～11 参照）を実施

することから、環境影響は事業者の実行可能な範囲で回避又は低減されていると評

価します。 

 

  ② 建設機械の稼働 

工事により建設機械の稼働に伴う粉じん等が新たに発生しますが、工事施工ヤー

ドは集落から離れた場所を利用する計画としており、工事にあたっては、排ガス対

策型機械の採用、散水、仮囲いの設置等の一般的な環境保全対策（P.1-9～11 参照）

を実施することから、環境影響は事業者の実行可能な範囲で回避又は低減されてい

ると評価します。 

 

  ③ 自動車の走行 

対象道路が新設されることにより、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質が新たに発生

しますが、対象道路の路線位置及び基本構造は計画段階から、できる限り集落との

離隔に配慮しており、環境影響は事業者の実行可能な範囲で回避又は低減されてい

ると評価します。 
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文献又は資料 

1) 地上気象観測指針（平成 14 年 3 月：気象庁） 

2) 自動車排出係数の算定根拠（平成 15 年 12 月：国土交通省 国土技術政策総合 

   研究所資料） 

3) 道路環境（昭和 62 年 10 月：(株)山海堂発行） 

4) 道路環境影響評価の技術手法（平成 12 年 11 月、平成 19 年 9 月：  

（財）道路環境研究所） 

5) 長野県環境影響評価技術指針マニュアル（平成 15 年 2 月、平成 19 年 8 月：長野県） 
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